
として可愛らしさや柔らかさを感じるような色を主に用いた。同じモチーフを描いたとしても、色

の工夫だけで表現内容が変わってくるということを今回の作品制作実践を通して，再確認した。こ

のようなことから，授業実践と作品制作を通して自分らしい色づかいというものを考え，色づかい

によって作品をより自分らしく変化させる効果があったと考える。 

 

6．三つの実践の考察 

 三つの実践によって，色彩と心の働きを中心とした授業と制作で相互の色彩における課題を見つけ，解

決していくことができるのではないかと考えた。今後は作品制作実践を踏まえた授業展開と制作の往還を

行うことで，さらに造形の要素の色彩と心の働きに関する考察を深めることができるだろう。そこでは，制作

の成果と考察を踏まえた指導を行っていくことが必要であると考える。 

まず，鑑賞の授業実践では，色彩についての生徒の理解を確かめ，授業で深めると共に，指導案作りを

通してフォーヴィスム等の特に色彩に着目できる絵画について理解を深めることができた。表現の授業実

践では，生徒が色彩を意図的に使い制作することができるよう実践を行った。そこで、生徒の中には色彩に

心を働かせていることが伺える回答も見ることができた。制作実践では，自分らしい色彩について見つける

ことができ，以前よりも色彩への理解を深めることができた。色彩の知識だけでなく，授業実践や観察で得

た視点である，生徒はどのようなところから着想を得ているのかということを手掛かりとして，筆者自身の背

景を振り返り，試作を重ねることで色での表現が乏しいという課題を解決した。このことから，生徒自身も自

分と向き合うだけでなく，他者はどの様に色彩を捉えているのかという視点も取り入れることで，色彩への気

付きが生まれるのではないかと考える。 
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図画工作科における児童が持つ

世界観についての発想や表現を見取るための教員の在り方

小林 いちご

教科領域コース

１．目的

本稿執筆者は、 年の６月に教科領域実習Ⅱにおいて、Ｍ小学校第６学年の一クラス 名の

内授業実施 名 で図画工作科の授業を 時間担当した。工作題材「くるくるクランク ６年生対

象 」である。授業では、クランクの動きに合わせた装飾を工夫する製作と相互鑑賞を指導した。児

童の作品の中には、作品と題名の間に、世界観のずれを感じられるものがあった。そこで、児童の

製作時における作品の世界観が、製作が進むにつれてどうなっていくのかを分析することにした。

本研究では、この分析をもとに、児童の作品と題名の世界観のずれが何を意味しているのかを明ら

かにすることを目的とする。

２．問題の所在

本研究で明らかにしたい点は、具体的には以下の三点である。

①図画工作科の製作活動において、児童は世界観をどのように作っていくのか。

②図画工作科の製作活動において、児童がより広く深い世界観を作っていくためのきっかけには

どのようなものがあるのか。

③教員は、児童の製作活動における世界観を、どのような視点で見て、それをどう捉えるのか。

また、そのような視点で見ることや捉えることには、どのような意義があるのか。

３．実践、分析、考察

「くるくるクランク」は、クランクの仕組みを利用した工作分野の題材である。凸凹に折曲がっ

ているクランク針金を四角い箱に通し、凸凹しているクランクに対して直角になるように竹ひごを

付ける。そうすることで、クランクを回すと竹ひごが交互に上下する仕組みになっている。児童は

この仕組みを理解すると共に、この動きに合わせた

装飾を工夫する。主に、箱と竹ひごに装着するため

の装飾を製作する 図１参照、図番号は報告書と同

じ 。この題材における、児童の製作終了時の作品や

鑑賞ワークシートを作品と題名の世界観のずれに着

目して分析する。なお、ここから世界観についての

発想については、「発想」と表記する。

「①図画工作科の製作活動において、児童は世界

観をどのように作っていくのか」について明らかに

するため、児童Ａ～Ｅの「発想」とイメージ 世界観

の移り変わりについて分析した。
図 児童Ａの作品 題名「自由な海の中」
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表２．授業終了時までの児童のイメージの移り変わり

時間

計 時間
１ 時 間 目 ２ 時間目 ３ 時間目 ４ 時間目 ５ 時間目 製作終了

時の作品

時間目

授業開始時

、

時間目

活動内容 製作 題名を付ける 鑑賞

児
童
Ａ

イメージの移

り変わり

㋐水族館
㋑海

※不明 ㋐
㋐と㋑が

流動的に
混在

㋐と㋑が

流動的に
混在

㋑ ㋐ ㋑ ㋑
㋐と㋑
の共存

根拠

たくさんの

種類の魚を

描いてい

た。

シャチやト

ビウオ等水

族館であま

り見ること

がない魚の

製作も行っ

ていた。

３時間目に

引き続き、

水族館や海

の中にいる

イメージを

持つ魚を製

作しなが

ら、箱へ装

着する際の

配置に悩む

様子が見ら

れた。

わたを使用

し、箱の上

部に装着。

わたで波

や水しぶき

を表現して

いたとワー

クシートの

記述から推

測。よって、

より海の表

現を行うた

めにわたを

使用したの

だと考察で

きる。

竹ひごにイ

ルカとシャ

チとトビウ

オが飛び跳

ねる表現か

ら、海をイ

メージして

製作してい

たことが分

かる。

題名
「自由な海の
中」

ワークシ
ートの記
述

児
童
Ｂ

イメージの移

り変わり

㋐空

㋑蝶、トンボ

㋒ヘリコプター、

飛行機

※不明 ㋐→㋑ ㋑⇒㋒ ㋒ ㋒ ㋐、㋒ ㋐ ㋐、㋒

根拠

箱に空の装

飾をしてい

た。

㋑の製作を

終えた後、

竹ひごに接

着せず、㋒

への製作へ

移った。

㋒の製作に

熱中してい

た。

㋒の製作を

終え、竹ひ

ごに装着し

ていた。

時間目に

製作してい

た㋑の要素

は一切にな

い作品であ

った。

題名
「雲の上」

ワークシ
ートの記
述

児
童
Ｃ

イメージの移

り変わり

㋐水？波？

㋑イルカ？

魚？

※不明 ㋐ ㋐ ㋐ ㋐＞㋑ ㋐、㋑ ㋑ ㋐、㋑

根拠

箱に波のよ

うな装飾を

行ってい

た。

竹ひごに装

着するため

の波の装飾

の製作して

いた。

竹ひごの装

飾の続きと

箱の側面の

製作を行っ

ていた。

イルカのよ

うな魚の製

作が開始さ

れ、真ん中

の竹ひごに

装着してい

た。

㋐と㋑の要

素が組み合

わされてい

る作品だと

分かる。

題名
「イルカのパ
フォーマン
ス」

ワークシ
ートの記
述

児
童
Ｄ

イメージの移

り変わり

㋐海

㋑物語

スイミー

※不明 ㋐ ㋐ ㋑ ㋐ ㋑ ㋐ ㋑ ㋑ ㋑ ㋑

根拠

箱に海藻や

カクレクマノ

ミ等の海の

中のような

イラストを

描いてい

た。

小さい赤い

魚をたくさ

ん製作し、

箱に大きな

魚になるよ

う装着して

いた。

竹ひごに付

ける魚三匹

を製作して

いた。

スイミーの

物語をイメ

ージしなが

ら製作終了

時まで装飾

を行ってい

た。

スイミーの

物語を再現

したかのよ

うな作品で

あった。

題名
「逃げろスイ
ミー」

ワークシ
ートの記
述

児
童
Ｅ

イメージの移

り変わり

㋐水族館
※不明 ㋐ ㋐ ㋐ ㋐ ㋐ ㋐ ㋐

根拠

箱にクリオ

ネやイルカ

等の水族館

にいる生き

物のイラス

トを描く。

時間目に

引き続き箱

の装飾を行

っていた。

竹ひごに付

けるイルカ

とボールの

製作をして

いた。

４時間目の

続きを行

い、製作し

終わった後

の装飾を竹

ひごに装着

していた。

作品に出て

くる生き物

や、竹ひご

に付いてい

るイルカの

様子から水

族館を表現

しているこ

とが分か

る。

題名
「にぎやかな
水族館！！」

ワークシ
ートの記
述

※教育実習実施前 担任教諭が実施 のため不明
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表２．授業終了時までの児童のイメージの移り変わり

時間

計 時間
１ 時 間 目 ２ 時間目 ３ 時間目 ４ 時間目 ５ 時間目 製作終了

時の作品

時間目

授業開始時

、

時間目

活動内容 製作 題名を付ける 鑑賞

児
童
Ａ

イメージの移

り変わり

㋐水族館
㋑海

※不明 ㋐
㋐と㋑が

流動的に
混在

㋐と㋑が

流動的に
混在

㋑ ㋐ ㋑ ㋑
㋐と㋑
の共存

根拠

たくさんの

種類の魚を

描いてい

た。

シャチやト

ビウオ等水

族館であま

り見ること

がない魚の

製作も行っ

ていた。

３時間目に

引き続き、

水族館や海

の中にいる

イメージを

持つ魚を製

作しなが

ら、箱へ装

着する際の

配置に悩む

様子が見ら

れた。

わたを使用

し、箱の上

部に装着。

わたで波

や水しぶき

を表現して

いたとワー

クシートの

記述から推

測。よって、

より海の表

現を行うた

めにわたを

使用したの

だと考察で

きる。

竹ひごにイ

ルカとシャ

チとトビウ

オが飛び跳

ねる表現か

ら、海をイ

メージして

製作してい

たことが分

かる。

題名
「自由な海の
中」

ワークシ
ートの記
述

児
童
Ｂ

イメージの移

り変わり

㋐空

㋑蝶、トンボ

㋒ヘリコプター、

飛行機

※不明 ㋐→㋑ ㋑⇒㋒ ㋒ ㋒ ㋐、㋒ ㋐ ㋐、㋒

根拠

箱に空の装

飾をしてい

た。

㋑の製作を

終えた後、

竹ひごに接

着せず、㋒

への製作へ

移った。

㋒の製作に

熱中してい

た。

㋒の製作を

終え、竹ひ

ごに装着し

ていた。

時間目に

製作してい

た㋑の要素

は一切にな

い作品であ

った。

題名
「雲の上」

ワークシ
ートの記
述

児
童
Ｃ

イメージの移

り変わり

㋐水？波？

㋑イルカ？

魚？

※不明 ㋐ ㋐ ㋐ ㋐＞㋑ ㋐、㋑ ㋑ ㋐、㋑

根拠

箱に波のよ

うな装飾を

行ってい

た。

竹ひごに装

着するため

の波の装飾

の製作して

いた。

竹ひごの装

飾の続きと

箱の側面の

製作を行っ

ていた。

イルカのよ

うな魚の製

作が開始さ

れ、真ん中

の竹ひごに

装着してい

た。

㋐と㋑の要

素が組み合

わされてい

る作品だと

分かる。

題名
「イルカのパ
フォーマン
ス」

ワークシ
ートの記
述

児
童
Ｄ

イメージの移

り変わり

㋐海

㋑物語

スイミー

※不明 ㋐ ㋐ ㋑ ㋐ ㋑ ㋐ ㋑ ㋑ ㋑ ㋑

根拠

箱に海藻や

カクレクマノ

ミ等の海の

中のような

イラストを

描いてい

た。

小さい赤い

魚をたくさ

ん製作し、

箱に大きな

魚になるよ

う装着して

いた。

竹ひごに付

ける魚三匹

を製作して

いた。

スイミーの

物語をイメ

ージしなが

ら製作終了

時まで装飾

を行ってい

た。

スイミーの

物語を再現

したかのよ

うな作品で

あった。

題名
「逃げろスイ
ミー」

ワークシ
ートの記
述

児
童
Ｅ

イメージの移

り変わり

㋐水族館
※不明 ㋐ ㋐ ㋐ ㋐ ㋐ ㋐ ㋐

根拠

箱にクリオ

ネやイルカ

等の水族館

にいる生き

物のイラス

トを描く。

時間目に

引き続き箱

の装飾を行

っていた。

竹ひごに付

けるイルカ

とボールの

製作をして

いた。

４時間目の

続きを行

い、製作し

終わった後

の装飾を竹

ひごに装着

していた。

作品に出て

くる生き物

や、竹ひご

に付いてい

るイルカの

様子から水

族館を表現

しているこ

とが分か

る。

題名
「にぎやかな
水族館！！」

ワークシ
ートの記
述

※教育実習実施前 担任教諭が実施 のため不明

表２ 表番号は報告書と同じ は、本研究で児童 名中から見つけることができたイメージの移

り変わり５パターンをまとめたものである。児童Ａ～Ｄのようなイメージの移り変わりが起きたパ

ターンの児童と、児童Ｅのようなイメージの移り変わりが起きなかったパターンの児童がいた。

次に、「②図画工作科の製作活動において、児童がより広く深い世界観を作っていくためのきっ

かけにはどのようなものがあるのか」について、分析と考察をした。表２の児童Ａは、３、４時間

目ではイメージ㋐ 水族館 とイメージ㋑ 海 が流動的であったが、５時間目では、イメージがイメ

ージ㋑のみになっている。児童Ａの鑑賞ワークシートの記述から、わたで波や水しぶきを海の表現

の一部として使用していたことが推測できた。よって、わたを使用したことがきっかけで水族館の

イメージよりも、イメージ㋑である海のイメージが拡大したと考えられる。

他にも、鑑賞活動では、児童同士が意見交換をできるような鑑賞ワークシートを使用した。意見

交換によって、児童自身が持っていたイメージとは異なるイメージを、友人のコメントから気が付

いたことでイメージが拡大した児童がいた。例えば、児童Ａの作品を鑑賞した友人は、「水をわたで

表現している」「水がはねているような表現」とコメントをしていた。このコメントに対して児童Ａ

は、鑑賞ワークシートの振り返り欄に「わたが水にみえることが自分では分からなかった」と記載

していた。児童Ａは、ここでの「水」が海の水のことを示しているのか、水道から出る透明な水を

示しているのか、あるいは海の水も水道水も全て同じ水と理解していたのか曖昧である。しかし、

児童Ａにとって、友人からのコメントによる「水」へのイメージに対する新たな気づきは、「水」の

イメージが拡大したということであると考えられる。

以上をふまえて、「③教員は、児童の製作活動における世界観を、どのような視点で見て、それを

どう捉えるのか。また、そのような視点で見ることや捉えることには、どのような意義があるのか」

について考察した。①より、製作過程の中でイメージの移り変わりが起きている児童がいることが

明らかになった。それは、製作終了後の作品だけを見ても分からない。よって、教員は製作開始時

に、児童のイメージを掴むことが大切である。そのうえで、製作活動中は、製作過程と製作中の作

品から、児童が最初に持っていたイメージと変化があるのかを見取る必要があると考える。この時、

「発想」の転換ポイントがあったのか、まだ来ていないのかという視点で見ることで、児童の製作

終了時の作品のイメージが掴みやすくなると同時に、

児童の表現の方向性が見えてくる。つまり、児童の本

当の表現を見取るためには、製作終了時の作品と題名

だけでは判断することはできない。教員は、製作終了

時の作品と題名を製作過程と製作時の作品を関連付

けながら振り返ることで、児童の本当の表現を理解す

ることができる。教員が児童の本当の表現を理解する

ことで、児童の「発想」の根源を知ることができ、児

童の「発想」をより広く深くするための支援ができる。

図８．児童の本当の表現を見取るための

教師の視点
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４．結論

「①図画工作科の製作活動において、児童は世界観をどのように作っていくのか」については、

児童の「発想」とイメージ 世界観 の移り変わりについて分析した結果、図画工作科の製作活動に

おいて、児童の「発想」の仕方は、複数のパターンがあることが分かった。これらの児童は、イメ

ージが定まるタイミングによって「発想」の仕方が異なっていた。他にも、あるイメージにもう一

つのイメージが加わりイメージが拡大していく「発想」のパターンもある。また、一つのイメージ

だけを追求していき、イメージの変化がないパターンもある。

「②図画工作科の製作活動において、児童がより広く深い世界観を作っていくためのきっかけに

はどのようなものがあるのか」については、素材と意見交換の二点がきっかけになりうることが分

かった。素材は、児童の「発想」が広がると同時に、イメージをより表現するためのものとして役

立った。意見交換については、児童一人では気が付くことができなかった部分を、友人を通じて気

づくことで、新しいイメージを構築する。すると、「発想」の広がりが生まれ、今後の図画工作科の

学びに繋げることができる。

「③教員は、児童の製作活動における世界観を、どのような視点で見て、それをどう捉えるのか。

また、そのような視点で見ることや捉えることには、どのような意義があるのか」については、教

員は「製作過程、製作時の作品」「製作終了時の作品」「題名」に視点を置き、それぞれを関連づけ

て見ることで児童の本当の表現を知ることができると考察した。
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